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課題研究スライドの作り方・発表方法

鹿児島県立国分高等学校
※ この資料の作成に関しては，東京海洋大学柴田恭幸 先生にご指導をいただきました。



発表スライドの作り方のヒント
スライド作成で注意したいこと
1枚のスライドを表示する時間(～1分程度)はそれほど長くない
文字は少なめに！文字が多いと，情報を拾いきれない。
短時間で全体情報を収集できるような工夫がしたい。
図や表は大きく。文字サイズは30p前後（最低でも20pt）
アニメーションは多用しない。

一般的な論文と構成は基本同じ
1. タイトル (Title)
2. 研究要旨 (Abstract)
3. 序論 (Introduction)
4. 材料と方法(Material&Methods)
5. 結果 (Results)
6. 考察 (Discussion)
7. 結論 (Conclusion)
8. 謝辞 (Acknowledges)
9. 参考文献 (References)

色覚のバリアフリー
色は人によって見え方が異なります。みんなが見えやすい色を心が
けましょう。
色刷りの資料は白黒コピーして判別できるものが良い
赤と緑、橙と黄緑、白とピンク、緑と黒等は避ける
背景と文字の明るさにコントラストをつける。

参考文献の書き方
図書の場合
濵田大輔編著，「フィボナッチ数列に関する考察」, p. 26 (国分社, 2020)

ウェブページの場合
国分高校“ＳＳＨ”
http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/kokubu/docs/2018052900030/

http://www.edu.pref.kagoshima.jp/sh/kokubu/docs/2018052900030/


スライドを作る上でのポイント

① 全体構想（発表のストーリー）を考
える。何について話をするのか。

② 使用する図の整理。ここで具体的
な構想がだいたい決まる。

③ 図から言えることは何か？結論は
何か？

④ 結論に見合った目的を考える。

⑤ 目的につながるイントロを考える。

⑥ スライド，ポスターを構築する。

⑦ 全体を眺めて矛盾がないか確認
する。

⑧ ストーリーとしてのつながりを確認
する。



１．スライドの基本構成 表紙
① タイトル

フォントサイズ
を大きく。目立つ
ように！

② 学校名，班名，
名前

③ 学校のロゴ等

あればここに入
れる

①

②③

タイトルはとても重要
内容を正確に表し，簡潔であること
「○○の研究」 よりも
・より具体的に 「○○は△△である」
・キーワードを入れる 「○○の□□に関する研究」



２．スライドの基本構成 背景・意義

スライドの導入部分には
「研究背景」や「研究の目的・
意義」について記述する。聴
く人に「この研究はおもしろそ
う。」，「この研究は必要だ。」
と思ってもらうことが大事。

• 今までにどんなことが知ら
れているか？

• この研究の必要性や意義。

• この研究の新しいところや
オリジナリティ。

• 目的は，何をやったか明瞭
に書く。

大きな文
字を使う！



３．スライドの基本構成 研究手法

次に研究手法について
記述する。研究方法や実
験方法，調査地，調査期
間等を示す。

•研究手法は研究の重要
な部分である。

•図や表，写真等を多用し，
簡潔に示す。

•研究方法はやったことが
わかるように，手順を書く。

•文があまり長くならない
ようにする。箇条書き等
で書いても良い。

【図や表のタイトル】

図や写真のタイトル
は下に付ける。

表のタイトルは上に
付ける。

アニメーション
は多用しない



４．スライドの基本構成 結果・考察

次に結果，考察について記
述する。研究・実験を行った結
果とその結果によって考えら
れること（考察）を示す。

• 結果のあとに考察を示す。

• 結果は実際の写真を載せる。

• 数値はグラフ，表などで示す。

• 考察は、なぜそういう結果に
なったかを書く。

• 最初の目的や仮説はどう
だったのか？

文字は少なく！
図・表で表す



５．スライドの基本構成 結論・展望

次に結論・展望について
記述する。実験・調査結果
から導き出された結論を述
べる。

•結論は最も重要な内容
だけを書く。

•結論は，シンプルに，余
計なことは書かない。

•結論は目的に対しての
答えを書く。

•展望は今後の社会や学
術分野でどのように生か
されていくかを示す。

色使いに気を
つける！



６．スライドの基本構成 謝辞，参考文献・引用文献

最後に謝辞と参考文献・
引用文献について記述す
る。

•謝辞は著者以外の人で，
助言をくれた人と所属，
研究費をくれた団体等に
ついて書く。必要に応じ
て、何に感謝するのか簡
潔に書く。

•各スライドにも，引用・参
考にした文献を示す。

感謝の気持ち
を伝えよう！

※スライドが完成したら，印刷しておくと不測の事態が起き
ても対応できます。



スライド（オーラル）発表の準備
１．３つの準備

① 発表資料 (スライド)
② 発表原稿 (スピーチ原稿)
③ 想定質問 (質疑応答原稿)
※ 研究をより良く理解してもらうためには、入念な準備
が重要です。

２．発表原稿の作成

① 発表原稿を用いた練習が良いプレゼンへの近道
② 全体構想（発表のストーリー）を考える。
③ 発表時間を守る。

課題研究の発表会や学会など，たくさんの人が発表
する場では，発表時間が設定されています。大会では
時間をオーバーした場合は，減点や失格になってしま
う場合もあります。何度も練習して，予定通りのタイム
で発表できるようにしましょう。

３．想定質問と回答の作成

① 予想される質問を考える。（発表会での経験も大事）
• 一般の高校生からの質問→ 基本的なこと
• 少し詳しい人からの質問→ 実験方法，結果，考察
• 研究者からの質問→ 厳しい質問
② 一般的な質問
• この研究のポイントは何？
• この研究を始めた動機は何？
• この研究の目的は何？
• 今後のこの研究の展望は？
• この研究で一番苦労した点は何？
• この研究で工夫した点は何？

②発表原稿の作成

こんにちは。鹿児島県立
国分高等学校サイエンス
部物理班です。今から「〇
〇〇」の発表を行います。
・・・

③想定質問の作成
〇この研究のポイントは？
→ この研究の一番のポイ
ントは・・・です。
〇先行研究はありますか？
→はいあります。 ・・・のよ
うな先行研究があります。

①スライドの作成

⑤発表

④練習

練習はたくさん行う。
多くの人に見てもら
うことが大事！

準備していない質問
があるかもしれません。
そのときどのように答
えるかが大切です。



スライド発表（オーラル）で大切なこと
１．ポスター発表の特徴

ポスター発表 オーラル（口頭）発表

発表会場 聞き手との距離が近く，
１つの会場で，同時に
多数の発表

聞き手との距離が遠く，１
つの会場で，一つの発表

発表者 聞き手と意見交換をし
ながら発表

一方的に発表した後，質
疑応答

聞き手 会場内を自由に移動
し，興味のある発表を
聴く

会場間を移動して，着席
して聴く

メリット 何度も発表できる。聞
き手に応じて，工夫で
きる。

一度に多数の聞き手に伝
えることができる。

２．質問に対する答え方

３．ポスター発表のポイント

特に見て欲しいとこ
ろは，ポインタ等で
指す。

発表の最
初と最後
に，必ず挨
拶をする。

発表中に原稿や
メモを見ない！

大きな
声で，明
るく発表
する！

自信を持っ
て堂々と発
表する。

審査員，聞き
手を見ながら
発表する。

誠意を持って，
丁寧に説明す
る！

※実験サンプルを実際に見せたり，実験等の動画を見てもら
うと，審査員や聴く人に伝わる！

① Yes，Noがはっきりする質問に対して
Yes，Noをはっきりと答える。そのあと，理

由をわかりやすく説明する。
② 解答がわからない質問に対して

「考えたことがなかったので，今後調査をし
てみたいと思います。」
「勉強不足でした。今後の課題といたしま
す。」

③ 質問の内容がよくわからなかったとき
「申し訳ございません。もう一度ご質問をお
願いします。」

④ 自分の研究に自信を持ち，堂々と答える。
⑤ 笑顔で，楽しそうに答える。質問は自分の研

究を相手に深く伝えるチャンスです。

発表者以
外も発表し
ているつも
りで。

質疑応答
のときは，
見せたい
スライドを
さっと見
せられる
ように練
習・準備
する。


